
引⽤：https://globe.asahi.com/article/11631531（the Asahi Shimbun GLOBE +の記事より）

認知症フレンドリーデザイン｜海外の例①

https://globe.asahi.com/article/11631531%EF%BC%88the
https://globe.asahi.com/article/11631531


引⽤：https://tabi-labo.com/279173/truedoors
（TABI LABOの記事より）

認知症フレンドリーデザイン｜海外の例②

https://tabi-labo.com/279173/truedoors


認知症の課題はデザインの課題！
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https://issueplusdesign.jp/dementia_world/?openExternalBrowser=1

https://issueplusdesign.jp/dementia_world/?openExternalBrowser=1


当事者視点を実現する
事業デザイン
名古屋市北区認知症フレンドリーコミュニティ事業



名古屋市北区の特徴と課題

ひとり暮らしの⼈が認知症になったときに、
これまでと変わらず⾃分らしく暮らしていける
地域をつくることが喫緊の課題

⾼齢化率 ひとり暮らしの
⾼齢者数

⾃宅で暮らす
認知症の⼈の割合

28.7% 9,938⼈ 56.1%
市内2位 市内1位市内1位



インクルーシブデザインとは

⾼齢者、障がい者、外国⼈など、
従来、デザインプロセスから除外されてきた多様な⼈々を、
デザインプロセスの上流から巻き込むデザイン⼿法

ともにつくるデザイン

Inclusive Design Solutionsウェブサイトより抜粋



① 公共施設等ヒアリング

② 本⼈ミーティング

③ 有識者懇談会

北区認知症FC事業（２年度）の全体構造



当事者の経験×まちづくり
本⼈ミーティング



本⼈ミーティング×グラレコ


